
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＪＡグループ福島の集落営農への本格

的な取組みは、２００４年の新たな米政

策を契機に、地域水田農業ビジョン策定

の推進から始まり、０６年度までに３５

６カ所のモデル集落を設置。その集落で

の農用地利用改善団体や特定農業団体、

特定農業法人などの設立を支援してきた。 
 ０５年度からの集落営農や担い手の育

成では、①ＪＡ内に担い手専任部署の設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

置と戦略方針の策定②担い手に農地を集

積し規模拡大を促進するため、全ＪＡで 
の農地保有合理化事業の取り組み③関係

機関・団体との連携強化・・・・など、

効率的な集落営農を推進してきた。 
 この結果、農用地利用改善団体を設立

して、オペレーターに水田利用権の設定

や農作業を委託するオペレーター型、集

落全員で共同作業に取り組むぐるみ型な

ど、２０日現在、３１４の集落で集落営

農に取り組んでいる。 
 ４月２日から大豆、米を作付けする担

い手の品目横断的経営安定対策への加入

申請が始まる。農政事務所やＪＡ、関係

機関は、申請手続きの説明や手続き支援

を行う一方、県農業振興公社やＪＡ農地

保有合理化法人による農地の賃貸や作業

受委託の手続きも始まっている。今後も、

関係機関と一体となり、モデル集落への

指導や新たな集落への支援（別表）を行

う。     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
“急げ、集落営農！！” 

ＪＡグループ福島の取 

り組み 

事 業 名 助  成  内  容 
落営農組織育成活動支援

助成 

１００千円（１集落 

集落内の農業構造改革を加速化するため、「集落ビジョン策

定」の推進、農用地利用改善団体設立、担い手の位置付け

の明確化などを実践するための経費を助成。 

集落営農組織ステップア

ップ支援助成 

５００千円（１集落 

農用地利用改善団体を設立している集落で、特定農業団体

や農業生産法人の設立などを支援するための活動費を助

成。また、農用地利用改善団体による農地の集団的利用調

整活動やＪＡ農地保有合理化事業により、農地の利用集積

を推進するための活動費を助成。 

担い手づくりＪＡ体制整

備推進助成 

実施内容に応じ決定 

集落営農の組織化・法人化を推進するため、ＪＡの農用地

利用集積機能の強化や関係機関とのワンフロアー化（地域

担い手育成総合支援協議会の運営）などの支援体制整備を

促進するための経費を助成。 
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